
 

 

鶴ヶ島市農業参入企業誘致支援業務仕様書 

 

１ 

１ 業務の名称 

鶴ヶ島市農業参入企業誘致支援業務 

 

２ 業務の目的 

本市では、令和８年３月に策定した「鶴ヶ島市都市農業振興計画（中間見直し）」に基づ

き、農業に関する各種施策を推進しているところである。 

しかしながら、農業従事者の高齢化及び後継者不足は一層深刻化しており、地域農業を将

来にわたり維持・発展させていくことは、本市農業行政における重要な課題の一つとなって

いる。 

このような状況の中、地域農業の担い手を効果的かつ効率的に確保するためには、認定農

業者及び集落営農組織の育成・確保に加え、新たな担い手として期待される農業参入企業の

誘致を積極的に推進する必要がある。 

本業務は、遊休農地の解消に向け、農業参入企業の誘致を見据え、市内における受入れ可

能性のある農地の把握及び候補地の具体化を図ることを目的として実施するものである。 

具体的には、現地調査及び図面調査により事業化が可能な農地の適性を把握するととも

に、候補エリアの絞り込みを行い、地権者及び耕作者への意向調査並びに説明会の実施を通

じて地域との合意形成を図り、これらの取組により農業参入企業の本市への円滑かつ積極

的な誘致を促進し、遊休農地の有効活用及び地域農業の活性化につなげることを目的とす

るものである。 

 

３ 業務期間 

契約締結日から令和９年３月３１日（水）まで 

 

４ 業務内容 

（１）誘致検討候補地の調査及び選定 

受注者は、本市へのヒアリング、貸与資料並びに現地調査及び図面調査に基づき、農

業参入企業の受入れが可能と見込まれる農地について調査を実施し、事業化の適性を

有する誘致検討候補地（３～５地区程度）を選定するものとする。 

選定に当たっては、次に掲げる事項等を整理・分析し、当該地区を選定する根拠及び

優位性を明確にした上で、書面により本市へ説明するものとする。 

＜分析項目＞ 

ア 土地利用状況（耕作放棄地の分布等） 

イ 地理的条件（立地、標高、交通条件等） 

ウ 気象条件（気候等） 

エ 周辺条件（営農状況、農業関連施設の有無等） 

オ 地域の意向（地域計画の検討状況等） 

カ その他必要な項目 
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なお、分析に当たっては、現状及び将来見通しを踏まえ、誘致対象となる農業法人等

に対して訴求力のある内容となるよう留意するものとする。 

 

（２）地権者等の意向把握に関する調査 

受注者は、誘致最終候補地における農地の活用可能性を把握するため、地権者及び耕

作者を対象とした意向調査を実施するものとする。 

調査内容は、農地の貸借又は売却の意向、営農継続の見込み等、参入適地選定に必要

な基礎的事項とし、調査項目及び実施方法については、事前に書面により本市へ説明し

た上で、協議により決定するものとする。 

なお、本調査結果は基礎資料として活用するものであり、地権者等の意思を拘束する

ものではない。 

また、個人情報の取扱いについては、関係法令等を遵守し、適切に対応すること。 

 

（３）誘致最終候補地の選定 

（１）により選定した誘致検討候補地について比較検討を行い、農業参入企業の誘致

に向けた調査対象とする誘致最終候補地（２～３地区）を選定するものとする。 

選定に当たっては、比較検討の内容及び選定理由を整理し、書面により本市へ説明

した上で、協議により決定するものとする。 

なお、選定した候補地については、次に掲げる環境条件等を整理するものとする。

また、当該整理に当たっては、誘致対象となる農業法人等に対して訴求力のある内容

となるよう留意するものとする。 

＜整理項目＞ 

ア 接道条件、標高等の地理的条件 

イ 用排水、関連設備等の営農条件 

ウ 気温、日照等の気象条件 

エ 想定される作物及び栽培方法等 

オ その他必要な項目 

 

（４）地域説明等の実施 

受注者は、意向調査結果等を踏まえ、本市が実施する地域説明会において、資料作成、

説明補助及び意見整理等の支援を行うものとする。 

説明会は、原則として誘致最終候補地ごとに実施するものとし、回数、規模及び実施

方法については本市と協議の上決定するものとする。 

なお、説明会の主催、進行及び最終的な説明責任は本市が負うものとし、受注者は専

門的見地から必要な支援を行うものとする。 

 

（５）留意事項 

本業務は、農業参入企業の参入を保証するものではなく、本市が今後実施する農業法
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人誘致の検討に資する基礎資料の作成を目的とするものである。 

業務の実施に当たっては、本市の地域計画、現地調査及び各種分析結果等を踏まえ、

現状及び将来見通しを考慮した上で、本市の農業を取り巻く環境を適切に整理し、誘致

対象となる農業法人等に対して訴求力のある内容となるよう留意するものとする。 

また、検討に当たっては受注者の専門的知見に基づく提案を行うことができるもの

とし、各工程において本市と協議の上進め、重要な事項については適宜本市の確認を得

るものとする。 

 

５ 成果品 

(１) 本業務の成果品は、次のとおりとする。成果物の内容については、本市の確認を経て

確定するものとする。 

ア 業務報告書（製本版）             ６部 

イ 業務報告書（概要版）             ６部 

ウ 中間成果物                  一式 

業務の進捗管理及び内容確認のため、業務内容に応じて以下の成果物を作成し、必要

に応じて随時本市に提出するものとする。 

・誘致検討候補地の調査・分析結果 

・誘致最終候補地の比較検討結果及び選定資料 

・地権者及び耕作者に係る意向調査結果（集計及び分析資料） 

・地元説明会に係る説明資料及び実施記録（議事要旨等） 

なお、提出時期及び内容については、本市と協議の上決定するものとする。 

エ その他関係資料                一式 

オ 上記成果品に係る電子媒体           一式 

（DVD-R、USBメモリ、又は本市が指定する方法による） 

(２) 前項目の電子データは次の形式で提出すること。 

ア 業務報告書 Word形式及び PDF形式 

イ 業務報告書（概要版） PowerPoint形式及び PDF形式 

ウ その他関係資料  作成に用いた元データ形式（Excel、Word、PowerPoint等） 

(３) USBメモリ等の電子媒体により提出する場合は、事前に受注者においてウイルスチェ

ックを行うものとする。 

(４)  受注者は、成果物（未完成の成果物及び業務を行う上で得られた記録等を含む）を

第三者に譲渡し、貸与し、又は質権その他の担保の目的に供してはならない。 

 

６ 業務遂行に関する事項 

(１) 適用範囲 

本業務の遂行に当たり、受注者は、本仕様書に定める事項を遵守するものとする。 

なお、本仕様書に定める事項について疑義が生じた場合、または本仕様書に明記なき

事項であっても、本業務の遂行上必要と思われる事項については、本市と受注者の協議
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により決定する。 

(２) 情報セキュリティ管理 

受注者は、本業務の遂行上知り得た情報を機密情報として扱い、本業務の目的以外に

利用し、または第三者にもらしてはならない。また、業務完了後においても同様とする。 

(３) 業務担当者及び業務管理 

ア 受注者は、業務監督者及び業務担当者をもって、秩序正しい業務を行わせるととも

に、高度な技術を要する部門については、相当の経験を有する業務担当者を配置す

るものとする。 

イ 業務監督者は、業務全般にわたり技術的管理を行うものとする。 

ウ 受注者は、常に市との連絡を密にするとともに、十分な協議のもとで業務の円滑な

遂行を図るものとする。 

(４) 関係機関との協議 

本業務の遂行に関して必要な関係機関等との協議及び関係者へのヒアリング等につ

いては、受注者の責任において適正に処理するとともに、その内容を遅滞なく市へ報告

すること。 

(５) 一括再委託の禁止 

受注者は、本業務のすべてを一括して第三者に委託することはできない。ただし、業務

の一部をよりノウハウを有する協力事業者に委託する場合には、あらかじめ市の書面に

よる承諾を得た場合は、この限りではない。なお、当該委託に当たっては、委託内容等を

記載した協議書（任意様式）を提出するものとする。 

(６) 資料の貸与 

本業務の遂行上必要な資料の収集、調査等は、原則として受注者が行うものとするが、

市から貸与を受ける資料については、そのリストを市に提出し、業務完了とともに返却 

するものとする。 

なお、業務完了前においても市が返却を求めた場合は、速やかに返却するものとする。 

(７) 打合せ 

打合せは、業務着手前、中間、業務完了時のほか、随時必要に応じて行うものとする。 

(８) 議事録 

受注者は、業務遂行に当たっての事務打合せ等の都度、その結果について整理し、市へ

報告するものとする。 

(９) 提出書類 

受注者は、業務の着手及び完了に当たっては、契約書に定めるもののほか、下記の書類

を提出し、市の承認を得るものとする。 

なお、承認された書類の内容を変更する必要がある場合は、改めて本市の承認を得るこ

と。 

受注者は、業務着手時に業務実施計画書（工程及び体制等を含む）を作成し、本市の承

認を得るものとする。 

ア 業務着手時 
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①業務実施計画書（任意様式） 

②業務担当者届 （任意様式） 

③業務着手届（任意様式） 

イ 業務完了時 

① 業務完了届 （任意様式） 

 

７ その他 

(１) 事業実施のための個人情報の取扱については、本市の「契約条項（委託）」に定めると

ころにより、遵守することとする。 

(２) 成果品の著作権及び使用権は、市に帰属するものとする。 

(３) 著作権など第三者が権利を有する映像、画像、絵画等を使用する場合には、仕様に関

する手続き、費用等については、全て受注者の責任を持って負担、処理すること。 

(４) 業務の遂行にあたり使用する関係資料等については、可能な限り最新のものを使用し、

その出典、作成年月日、時点等を明記すること。 

(５) 本業務に係る費用については、全て受注者の負担とすること。 

(６) 経費については、必要と思われる一切の費用を含めて見積もること。 

(７) この仕様書に定めのない事項については、市と協議の上決定することとする。 

 

８ 参考資料 

  本業務に関する現状把握及び課題認識にあたっては、以下に示す本市の計画等を参照

すること。 

(１)鶴ヶ島市都市農業振興計画（中間見直し） 

https://www.city.tsurugashima.lg.jp/shigoto-sangyou/nougyou/keikaku/page007063.html 

（２）地域計画 

https://www.city.tsurugashima.lg.jp/shigoto-sangyou/nougyou/keikaku/page010691.html 

 

https://www.city.tsurugashima.lg.jp/shigoto-sangyou/nougyou/keikaku/page007063.html
https://www.city.tsurugashima.lg.jp/shigoto-sangyou/nougyou/keikaku/page010691.html
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